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初期宇宙での銀河形成のシナリオ
cold accretionによるガスの集積
↓

main sequnence銀河の形成
↓

星形成がquenchしてquiescent galaxyになる。そのあとmerger
で太る

・z~2ですでにred sequenceができているがその起源はよくわ
かっていない。

KMOS VIRIAL(VLT IR IFU Abs. Line GTO Survey)
‐ R~3500
‐ 3D‐HSTカタログから選択

‐ 1.45<z<2
‐ UVJ選出
‐ Younger(~0.9Gyr)/older(~1.6Gyr)

にわける（Whitaker+13）
‐ F1040W<22.5 : 10^10.9 Msol
‐ 132天体

‐ 最初の２セメスターの初期結果

‐ 解析はSPARKパッケージ
‐ 大気吸収の補正はモデル大気(MOLECFIT)＋標準星から

推定したPWV
‐ SSPテンプレートとのcross‐correlationでzを決める

‐ ２５天体で決定できた
‐ ３種類のスタッキング=>SSPモデルフィット

‐ ~1Gyr
‐ Solar metallicity

・z<1ではpassive evolutionと
consistent
・z>1では比較的若い<=直近に
できてきている
・z=2‐>1でquiescent galaxyの数

密度は３倍になっている
(Tomczak+14)こととconsistent
か

図４のモデルの、星形成の時
間進化の様子
：z=8からzttruncまで星形成
Z>1.5で観測されている
quiescent galaxyあれば
(ztrunc=2.5くらいなので)local 
ETGのprogenitorと言えそう


